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論文内容の要旨
 研究目的

 従来，閉胸式心マヅサージは心停止あるいはその直前

になって始めて実施されるものとされて来た，単に中心

性の脳，冠循環などの血行を改善して生命を維持しよう

とするものであり，その他諸臓器の保全という点には余

り考慮が払われていなかった．最近，織畑らは「補助閉

胸式心マッサージ法」として，心停止前セこ心マッサージ

を開始することに意義を見いだしている．しかしなが

ら，内外の文献を見てもその利点を実験的に確かめ，適

確iな開始時期や手技を裏付けた報告は見あたらない．

 本研究は「補助閉胸式心マッサージ法」の有効性を確

かめることを意図したものである，

 研究方法および成績

 i：研究力法

 雑種成犬ユ0頭を用い，脱血により段階的な出血性低血

圧状態を作り，各過程で心マッサージ機を使用し無病隔

心マッサージを行なった．マッサージ中は動脈圧，頸動

脈血流量，腎動脈血流量，中心静脈圧，心電図などの変

動を同時に記録し，また，病理組織学的検索を加え，こ

れらの相互関係を比較検討した．

 ii；成績

 1）閉胸式外マッサージ開始血圧は，最大動脈圧80

1nmHgからすくなくとも40mmHgに至るまでが有効

であった．

 2）その際の心マッサージ周波数は，60cpm前後が

至適であった．

 3）心マッサージ効果は心臓収縮期に同調した際によ

り大きかった．

 4）心マッサージは，脳，冠循環のみならず，腎臓に

おいても血流増量をもたらした．

 5） 出血性ショックで一旦停止した腎血流は，心マッ

サージを行なっても血流の再開をもたらさなかった．

 6）心マッサージの諸臓器に対する損傷は病理組織学

的に軽微であった．

 7）mayer波出現時に心マッサージを行うとその消失

をみた．

 結論

 動物実験にて「補助閉胸式心マッサージ法」の血行動

態を中心とした病態生理学的観察と病理所見から，その

有効性を確かめた．この結果は，今までの閉胸式心マッ

サージの適応をさらに拡大せしめるもので，臨床上有意

義である．

論文審査の要旨
 本論文は閉胸式補助心マッサージを脱血による低血圧状態に用い，有効なることを動物実験によっ

て明らかにしたもので，本法の臨床適応を拡大するものとして，学術上価値あるものと認める．
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